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島根県松江市南方の“波多層”の岩相と年代

鹿野和彦＊野村律夫＊＊　山内靖喜＊＊＊

KANo　Kazuhiko，NoMuRA　Ritsuo　an（i　YAMAucHI　Seiki（1993）　Lithology　and　age　of　the“Hata

　　Formation”south　of　Matsue　City，Shimane　Prefecture，Japan．β祓θ60乙S％n入血卯％，

　　vo1．44（11），P．659－668，3fig．，2tab。

A恥st臓e乞：Avolcanic　formation，called“Hata　Formation”or　Daito　Formation，represents　the

begiming　ofthe　Miocene　riftingin　an　areasouth　ofMatsue　City，Japan　Seaside　of　southwest

Japan。This　volcanic　formation　has　been　interpreted　to　be　emplaced　mainly　in　subaerial　en－

vironments。The　lower　part，in　fact，comprises　andesite　block王ava，dacite　pyroclast圭c　flow

deposits　and　volcaniclastic　deposits，The　upper　part，however，comprises　mainly　submarine

volcaniclastic　mass－flow　deposits　with＆basal　shallow－marine　sandstone　to　conglomerate。The

volcaniclastic　deposits　commonly　include　rip－up　mudstone　clasts　and　is　locally　intercalated

withthin　mudstonebeds，The　mudstone　clasts　and　mudstone　beds　commonly　contain　neritic　to

upperbathyalagglutinated　foraminifera．Thelowerpartofthevolcanicまormation　called“Hata

Formation”is，therefore，correlated　to　the　Hata　Formation　in　the　strict　sense，whereas　the　up－

per　part　of　the　volcanic　formation　is　interpreted　to　be　a　part　of　the　ma血e　Kawai　Formation

which　overlies　the　Hata　Formation　in　the　type　locality．The　base　ofthe　Hata　Formation　is　pro－

bablyLate　Oligoceneto　earlyEarlyMiocene　in　ageandthe　newlyproposedbase　ofthe　Kawai

Formation（the　upper　part　of　the“Hata　Formation”）is　likely　about18－20Ma。This　implies

that　the　Miocene　marine　transgression　on　the　Japan　Sea　area　started　at　or　before　this　time．

要　　旨

　松江市南方に分布する火山岩層は，長い間，前期中新

世の波多層あるいは波多層相当層と考えられてきた．し

かし，火山岩の産状と産出する化石を調べたところ，そ

の下部は陸成層，上部は海成層であることが明らかとな

った．従って岩相層序上，下部は波多層に，上部はこれ

を覆う海成の川合層に対比することができる．山陰地方

のほかの地域において波多層相当層とされている“水つ

き”の火山岩も川合層相当の海成層と指交または漸移関

係にあるらしく，それらもまた川合層に対比される可能

性が高い．“水つき”の火山岩及び川合層の基底の年代

は18－20Ma前後で，山陰地方での海進がこの頃から始

まったことを示唆する．

1．はじめに

　はた　　　　　　　　　いいし　かけや
　波多層は，出雲市南方の飯石郡掛合町波多（旧波多村）

を模式地とし，安山岩溶岩，デイサイト火砕流堆積物な

ど陸上の火山噴出物からなる（通商産業省，1967，1969，

1970）．この火山噴出物は，波多火山岩類（岡本，1959）

または波多亜層群（沢田，1978）とも呼ばれ，白亜紀後

期一古第三紀火成岩類を不整合に覆い，中新世の海成礫

岩，砂岩，泥岩に直接覆われる火山岩層として位置づけ

られてきた（岡本，19591通商産業省，1967，1969，
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1970；沢田，1978）．松江市南方の大東町，八雲村，広

瀬町にまたがる地域（第1図）に分布する火山岩層も，

白亜紀後期一古第三紀火成岩類を不整合に覆い，中新世

の海成礫岩，砂岩，泥岩などに直接覆われることから，

長い間，波多層に対比され，波多層（通商産業省，

19701山陰グリーソ・タフ団体研究グループ，1973な
　　　　たいとう
ど）または大東累層（山陰グリーン・タフ団体研究グルー

プ，1979）と呼ばれている．しかし，波多層とされてき

たこの火山岩層の上部から海生軟体動物化石と底生有孔

虫化石が発見されて（小田ほか，19741山陰グリーソ・

タフ団体研究グループ，1979）おり，この火山岩層全体

を陸成層である波多層に対比することについては問題が

ある．

　本論文では，この“波多層”全体の岩相層序について

述べ，岩相と底生有孔虫などの化石に基づいて堆積環境

と層序関係について言及するとともに，放射年代測定結

果を加えて，海成の“波多層”について，その層序学的

位置づけを議論する．海成“波多層”の層序学的位置は，

日本海の成因と関連して，山陰地方に海進が及んだ時期

を知る上で重要である．

　本論文をまとめるにあたって，未公表の放射年代測定

値を教えていただいた島根大学沢田順弘助教授，内容に

ついて討論して頂いた地質調査所の方々に謝意を表す

る．

2．地質概説

山陰地方中央部では，前期漸新世以前の地質体を不整

合に覆って後期漸新世一中新世の火山岩及び堆積岩が広

く分布する（第1図）．その最下部を占めるのが陸上に

噴出した火山岩を主体とする波多層である．波多層は海
　　　　　　　　　　　　かわい成の砂岩，礫岩を主体とする川合層及び海成の泥岩を主
　　　　　　　　　　く　り体とし，これと指交する久利層に覆われ，これらは更に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおもり安山岩一デイサイト溶岩及び火砕岩を主体とする大森層

に不整合に覆われる（例えば，高安ほか，1992）．しか

し，本研究地域のように，川合層や久利層の火山岩が，

下位の波多層と接している場合には，波多層と地層境界

を定めることはなかなか難しい．しかも，波多層，川合

層，久利層，大森層の模式地はそれぞれ出雲市南方，大
　　　　　　　　　　　　　　　　　きまち田市川合，大田市久利，宍道湖南岸宍道町来待大森にあ

って互いに離れている（第1図）ために，岩相層序に基

づく対比に常に曖昧さを伴うことは否めない．

　本研究地域の地質については，通商産業省（1970），

山陰グリーソ・タフ団体研究グループ（1973，1979）など

の報告がある．鹿野ほか（印刷中）は，後で述べるよう

に，“波多層”を本来の波多層と川合層とに再区分した

上で，新第三系を下位から波多層，川合層，久利層，大

森層に分けた（第2図）．この地域では，大森層より上

位の新第三系は分布しない．再区分された波多層は陸成

層，川合層は浅海成層で半深海成層の久利層とは指交関

係にあり，久利層ともに新たに区分された波多層を不整

合に覆うと考えられる（第3図）．大森層はこれらの地

層すべてを不整合に覆い，安山岩一デイサイト溶岩を主

体とする地層である．

　大森層基底の不整合は，大森層の放射年代（鹿野・吉
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・第2図　松江市南方地域の地質図

　　　鹿野ほか（1993）の挿図に加筆．南部は，山陰グリーン・タフ団体研究グループ（1979），資源エネルギー庁

　　　（1987，1988，1989）に基づいて編図した．北部は鹿野ほか（1993）の地質図による．
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田，19841Uto，1989）から判断して，西南日本の日本

海沿岸及び太平洋沿岸に広く認められる14－15Maの不

整合に対応しており（鹿野ほか，1991a），同じ頃の堆積

物中に認められるForam．SharpLine（Nomura，19921

野村，1992）あるいは急激な岩相変化（例えば，鹿野ほ

か，1991b）と同様，広域的な対比を行なう際の基準と

なる（第2表）．久利層は，泥岩と流紋岩水底火砕岩及

び水底溶岩からなり，川合層は砂岩，礫岩，安山岩水底

溶岩，デイサイト水底火砕岩，火山岩屑堆積物などから

なる．両層の岩相を代表する泥岩と砂岩一細礫礫岩とが

境界付近で互層するほか，直接の関係は観察できないけ

れども，砂岩礫岩と泥岩とが走向傾斜から見て同層準に

あると判断される場所もあるので両層は指交関係にある

と考えることができる．層厚は，久利層で200－800m，

川合層で0－260mである．波多層は数100mを越えな
い．

　大森層より下位のこれらの地層は，本地域南西の奥山
　　　　　　　　　せいた　　とびいわ
付近から，その西側の清田，飛石，そして北西側の中屋

にかけて基盤にアバットまたはオソラップしており，そ

の縁辺を取り巻く正断層も認められる（第2図）．また，

清田の南西にあるモリブデン鉱床地域には，この正断層

と調和的に分布する正断層がいくつか確認されている（第

2図1資源エネルギー庁，1987，1988，1989）．波多層及

び川合層下部の分布は，正断層または高角度の不整合面

に囲まれた地域にほぼ限定されるが，川合層上部及び久

利層の一部は正断層に切られてはいるものの，断層を越

えて分布する．一方，北東の地域では，川合層及び久利

層が緩やかに南西に傾斜し，直接基盤を覆っている．し

かし，北西側及び南西側を限る正断層または高角不整合

面の延長上には，鹿野ほか（印刷中）が示したように，北

東方向に延びる正断層が断続的に並び，断続するこれら

二つの正断層に挟まれた地域にほぼ限定されて波多層が

分布する（第2図）．このような地層の分布と地質構造

から，本地域には，波多層が堆積し始める頃から正断層

に境され，北東に半盆状に開いた地溝状の小規模な凹地

があって，沈降を続けるこの凹地を埋めながらこれら地

層群が堆積したと考えることができる．しかも，川合層

が堆積し始める頃にはこの地域にも海進が及び，海成層

が凹地の境を越えて基盤にまでオーバーラップするよう

になったと考えられる．本研究地域を南西端として北東

に続くこの堆積域の南東側の基盤には波多層一久利層の

時期の安山岩や流紋岩の平行岩脈や噴出口が同じく南西

一北東方向に延びて多数分布（鹿野ほか，印刷中）してお

り，波多層一久利層が堆積していた頃，この地域が引っ

張りの場にあったことがうかがわれる．本地域の南方に

は石英閃緑岩に半環状に貫かれ，著しく変質した安山岩

一デイサイト溶岩及び火砕岩が円筒状に分布している（服

部ほか，1973；資源エネルギー庁，1987，1988，1989）。

これは凹地を埋積した火山岩の噴出中心の一つではない

かと思われる（第2図）．

3．岩相層序と堆積環境

　松江市南方の波多層とされてきた地層，すなわち“波

多層”は，堆積環境からみて，安山岩ブロック溶岩，安

山岩とデイサイトの岩片を多量に含む火山岩屑堆積物

（volcanic　debris　deposits）及び角閃石含有デイサイト火

砕流堆積物からなる下部と，安山岩水冷破砕溶岩（水底

ブロック溶岩），デイサイト水底火砕流堆積物，デイサ

イトや安山岩，泥岩，花嵩岩質岩の岩片や火山ガラス，

結晶片からなる火山岩屑堆積物，デイサイト水底ブロッ

北西部 南西部 南東部

大森層
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第3図　岩相層序概念図
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ク溶岩などからなる上部とに分けることができる（第3

図）．以下に述べるように岩相と産出する化石から見て，

下部は主に陸域に，上部は海域に堆積したと考えて良

い．

　“波多層”の基底には花嵩岩質岩を直接覆う崖錐角礫

岩があるとされている（山陰グリーソ・タフ団体研究グ

ループ，1973，1979）．この“角礫岩”は，そのほとん

どが隣接する花闘岩質岩と同一の角礫で構成される．角

礫と角礫との間には部分的に条痕のある面（辻り面）また

は花嵩岩質岩の細粉や粘土が認められ，隣接する花崩岩

質岩あるいは同質の崖錐角礫岩の圧砕された岩石に見え

ることもある．実際のところ，礫岩なのか圧砕岩なの

か，判断が難しいが，いずれにしても，この部分は地溝

状凹地の縁辺を画する部分であることは確かであろう．

第3図の岩相層序概念図に示されるように，この部分

を除いた“波多層”の最下部は，安山岩ブロック溶岩と

安山岩一デイサイト起源の火山岩屑堆積物である．これ

に重なるデイサイト火砕流堆積物は，その大部分が溶結

している．これらの岩石からなる“波多層”の下部は，

海潮（ウシオ）付近で300mと最も厚く，その北及び南

に向かって薄くなる。

　“波多層”下部のデイサイト火砕流堆積物は，大東町

海潮から中屋に至る地域において厚さ20m前後の中一粗

粒アルコース質砂岩や花嵩岩質岩の円一亜円礫を含む砂

礫岩一礫岩に覆われる．更にこの“波多層”上部基底の

砂岩礫岩は安山岩水底ブロック溶岩及び火砕岩などから

なる安山岩層に覆われる．しかし，海潮の南方及び東方

の大東町清田，室谷及び刈畑においては基底の砂岩礫岩

は確認されず，安山岩層が“波多層”下部のデイサイト

火砕流堆積物を直接覆っている（山陰グリーン・タフ団

体研究グループ，1979）．

　この安山岩層は，大東町海潮から北方にかけて泥岩や

基底の砂岩礫岩と同様に花嵩岩質岩起源の砕屑物を多量

に含む砂岩礫岩の薄層を挟む。海潮付近の赤川沿いに露

出する安山岩層中の砂岩からは，海生軟体動物化石
勲渉勿z（4）60孟αz　（κo孟o名α1）60孟ωz）　ツごz％zαsσ々乞6難sゑs　lz勿zoh6％s客窮

C醐伽吻sp，，Dosづ吻sp．，『V吻7勉名伽sp．，1吻60耀sp．，

Gαsケ砂o磁gen．and　sp．indet．のほか，有孔虫化石が産

出する（小田ほか，19741山陰グリーソ・タフ団体研究

グループ，1979）．このことは，安山岩層の溶岩や火砕

岩が水底に定置していることと調和的で，その直下の基

底砂岩礫岩もまた，おそらく浅海に堆積したことを示唆

する。

　安山岩層を覆う岩相は所によって変わるが（第2，3

図），いずれも水底に堆積したことは確かである．大東

町室谷東方ではデイサイト水底ブロック溶岩がこれを覆

い，また，室谷から刈畑，中屋などでは，安山岩，花嵩

岩質岩，泥岩の岩片，軽石，火山ガラス，石英，長石な

どからなる火山岩屑堆積物及びこれと指交するデイサイ

ト水底火砕流堆積物がこれを覆う．デイサイト水底火砕

流堆積物は，異質礫を殆ど含まず，しばしば火山豆石を

含む細粒凝灰岩層を最上部に伴う．また，上部は平行一

波状層理を示す。脱ガス構造は見られないが，これらの

特徴は，火山噴火によって直接形成された水底火砕流堆

積物であることを示唆する．火山岩屑堆積物は，水底火

砕流堆積物に類似した堆積構造を示す．単位層の厚さは

数10cm一数mで，それぞれ塊状のまたは逆一正常級化

した下部と厚さ数10cm以下で級化成層した上部とから

なる。しかし，火山岩屑堆積物は基質がかなり泥質で，

泥岩岩片を多量に含み，かつ花崩岩質岩など異質礫を含

む点で水底火砕流堆積物と区別される．火山岩屑堆積物

の間には，厚さ数m以下の泥岩またはシルト岩，凝灰

質砂岩などが挟まれていることがあり，火山岩屑堆積物

中の泥岩などの岩片は，これらに由来するものと思われ

る．

　火山岩屑堆積物の泥岩岩片や挟在する泥岩には，底生

有孔虫化石が含まれており，火山岩屑堆積物自体のみな

らず，これと指交するデイサイト水底火砕流堆積物やデ

イサイト水底ブロック溶岩が海成であることを示す．産

出した底生有孔虫化石は，上位の久利層泥岩と同様に，

CyoJα彫勉伽ααz％oθZZα汝σBrady，C、カ％s歪JJαBrady，Pゑsoα卿一

郷伽αoo勉鋼633σ（Goes），惚ガ伽o痂6磁oo挽勉％擁s（d’Or－

bigny），PZ60伽α％ゆφo％吻Asanoなど膠着質のものが優

勢で（第1表），大陸棚一上部半深海の酸素の少ない環境

を示唆する．天然記念物，海潮カズラ付近の試料N4－2

のG励06％」加伽σは黄鉄鉱に置換されており，それが溶

存酸素の乏しい環境に堆積したことを示している．

　火山岩屑堆積物とデイサイト水底火砕流堆積物を主と

するこの岩相は，局所的に流紋岩と安山岩の溶岩や安山

岩火山礫凝灰岩一凝灰岩に覆われ，さらに海成層である

久利層の泥岩に覆われる．しかし，挟在する泥岩は暗灰

色で，風化すると曲面で囲まれた小角礫状に割れる点で

久利層に類似しており，産出する有孔虫も久利層と共通

していることから，久利層とは漸移または指交関係にあ

ると考えられる．

　“波多層”上部の基底を占める砂岩礫岩は大東町中屋

から北方にかけて明瞭に追跡できるが，“波多層”上部

自体の層厚は薄くなり，大東町山王寺及びその北方で

は，“波多層”上部の岩相を欠いて久利層の泥岩または

流紋岩凝灰岩及び溶岩が花崩岩質岩起源の砕屑物からな
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第1表大東町中屋一海潮付近の“波多層”及び隣接する地域の久利層から産出する有孔虫化石

層準と試料番号 “波多 層” 久 利層
化石種 M117 N2 M118 N4－2 M74 N3 D7 D8 M68 M125 M128M129 M130 M90 M131

A〃2ηzo4∫so剃ぼ’η08πμ3（d’Orb玉gny） R R
加灘04∫soμs　sp。 R
Bα∫hy珈hoπsp。 十 十 十 十 十 十 十 十

Cyc1伽灘吻？sp。 C
（7yo1αη2η2∫nαoαηoεZZα奴Brady R R R A A R
Cyo1αη2〃2’nσc£04no8μσ‘αBrady R
の01α〃2濯吻μs’〃αBrady R R R A R C A
CンoZα〃2吻sp。 R R R C C
σα嘱厘nα勧灘召η3∫sAsano C
σα励フ吻yの8∫Asano C C R
伽卿〃hrα9醒oゴ46s？sp。 C R
ハ4σπ置noπ∫召μαooη2η2μπ’s（d『（》fbigny） R A R A R A A A A
pZεα伽吻ρo廊αAsano A A R R R R A C　　　R C C R
5ρ’君os’8η20’伽8〃αoo砂r8ssαMatsunaga R R A R R R R C
Tro吻濯醒惚？sp。 R
Agglutinaεed　miscellaneous C A A A
石灰質殻種
A〃2〃20廊c£わεoo副’（Li皿aeus） C
A濡ph∫ooリアπαj勉κμ訪’㎜8π5∫3（Asano） C
β‘z88’ηαno’oε陀s∫sπAsano A
βμooεμσ声8f吻（Cus㎞） R
αわ∫o‘4θs　sp． R
Cアめ70鋸oンηo‘48s　c£α召s8珈‘z780（No㎜） A C A R C R C C
D’s6αη襯’紹ooηψ7召33α（Goes） C C R R A R C
D∫s6傭醒伽？sp． R
αoわo躍伽伽sp． R
E勿oc78物召〃αsp。 R R R
加8ε㎎SPP． R
Lεn‘ごo％勘αn∫んo厩ア召ηs’3（Schwager） R
No403α吻SPP， R
ハ疋oηゴoπ窺40hαrσεπ38F肱翌da R
R80μ■vo’伽sp。 R C R R
Rε0助砿SPP。 R R C R
Uv∫8召7∫ηαρアoわ030∫48αSchwager A

A＝abundant（＞20％）C：common（5－20％）R：rare（5％＞）＋：present

試料の採取位置は第2図参照．久利層の試料の内，D7とD8，M68を除く6試料M90，M125，M128－131は5

万分の1地質図幅r松江」地域内の八雲村平原草谷付近の道蹄沿いで採取．野村律夫鑑定

酋

臨

劃

鴎

ヨ

山

鑑

職

瞳

曝

黙

嵩

細



島根県松江市南方の“波多層”の岩相と年代（鹿野ほか）

る砂岩礫岩を直接覆う（第2図）．この砂岩礫岩は直接

花醐岩質岩を覆い，上位の久利層に漸移することから，

従来より川合層に対比されてきた．しかも，“波多層”

上部の砂岩礫岩は，この川合層の砂岩礫岩と同様に花嵩

岩質岩由来の砕屑物で構成されている。また，本地域北

西の宍道湖南岸に分布する川合層は，上位の久利層に続

く一連の海進相で，海浜一浅海に堆積したと考えられて

おり（鹿野ほか，1991b）“波多層”上部の砂岩礫岩も，

産出する化石から見て，同様に浅海堆積物と考えること

ができる．すなわち，“波多層”上部の砂岩礫岩は，構

成物，堆積環境及び岩相層序の側方変化から見て，川合

層に対比可能である．

　“波多層”上部は浅海に堆積した砂岩礫岩と安山岩層，

大陸棚または上部半深海の環境に堆積したデイサイト水

底溶岩及び火砕流堆積物，火山岩や火山源堆積物などで

構成されており，久利層と指交またはこれに漸移する川

合層と考えることができよう。

4．年代層序と対比

　陸成層である“波多層”下部と海成層である“波多層”

上部とは堆積環境の上で明らかに区別することができ

る．両者の直接の関係は露出が悪く観察できないが，

“波多層”下部のデイサイト火砕流堆積物は，溶結して

いるにもかかわらず大東町中屋付近ではかなり薄く，し

かも非溶結部を欠いていることから，削剥されているこ

とが考えられる．

　第2表に示されるように，鹿野ほか（印刷中）によれ

ば，このように区分された“波多層”下部，すなわち模

式地の波多層に対比されるデイサイト火砕流堆積物のジ

ルコンのフィッショントラックは，16．0±1。5Maであ

る．また，デイサイト火砕流直上にある“波多層”上部，

すなわち川合層の安山岩溶岩の全岩K－Ar放射年代は

12．4±3。4Maである．この二つの年代値は層序に矛盾

しないけれども，前者の年代値は，フィッショントラッ

クがやや短縮しているので，実際の年代はこれよりも古

いはずである。後者の年代値は，試料がガラス質で水和

しているので，これも，実際の年代よりも若いと考えら

れる．

　本研究地域に隣接する広瀬町飯梨には，安山岩ブロッ

ク溶岩を主体とし，八雲村星上山及び周辺地域において

久利層流紋岩溶岩及び火砕岩に不整合に覆われる陸成火

山岩層が分布する．この火山岩層は，岩相層序及び堆積

環境の上で“波多層”下部に対比することができる。そ

の基底付近には，“波多層”下部のデイサイト火砕流堆

積物と同様に角閃石を含み，溶結しているデイサイト火

砕流堆積物がわずかながら分布しており，20．4±2。7

Maのジルコンのフィッショントラック年代値を示す．

この値は，広瀬町の北側にある安来市荒島町に分布する

久利層の流紋岩軽石火山礫凝灰岩一凝灰岩のジルコンの

フィッショソトラック年代値15．3±0．8Maに矛盾しな

い（鹿野ほか，印刷中）．また，出雲市南部において，模

式地の波多層（沢田（1978）の波多亜層群）を不整合に覆

い，かつ刀．1合層の砂岩礫岩と指交または，それに整合的

に覆われる安山岩水底溶岩（沢田（1978）の大呂層）の全

岩K－Ar年代，15－19Ma（Uto，1989；沢田・板谷，

19871沢田，未公表）とも矛盾しない（第2表）．模式地

の波多層はこれを貫く野田山複合岩体や同層，そしてそ

の直上の大呂層の放射年代値（第2表）から，20Maあ

るいはそれよりも若干古い陸成火山岩層であると考える

ことができる．従って，これと岩相が類似する“波多層”

下部は，年代の上でも模式地の波多層に対比することが

できよう．

5．　おわりに

　以上述べてきたように，本研究地域及び周辺地域に

は，20Maまたはこれよりも若干古いと予想される陸

成火山岩層が分布しているといえる．これが模式地の波

多層に対比される“波多層”下部である．この上には海

成層である川合層，久利層が重なる．しかし，これまで

の研究においては，波多層の陸成火山岩層の上にあっ

て，水底溶岩，水底火砕流堆積物，火山岩屑堆積物など

が卓越する地層は，波多層に含められている可能性が高

い．通商産業省（1967，1969，1970）及び沢田（1978）は，

早くから大田市南方及び出雲市南方の地域において川合

層の砂岩礫岩に整合的に覆われる，またはこれと指交す

る“水つき”の火山岩層の存在を指摘している（第2

表）。通商産業省（1967，1969，1970）は，出雲市南方地

域において，これを川合層に含め，沢田（1978）は，こ

れを大呂層，すなわち，波多亜層群（本論文の波多層）を

不整合に覆い，川合層の砂岩礫岩に整合に覆われる火山

岩層として定義した．しかし，大田市南方においては，

川合層の砂岩及び礫岩に整合的に覆われる“水つぎ’火

山岩類が存在することを認めたにもかかわらず，通商産

業省（1967，1969，1970）は，これを波多層に区分してい

る．高安ほか（1992）は，これらの火山岩層を波多層に

含めているが，川合層と指交または漸移関係にあること

を考えれば，本研究地域の“水つき”の火山岩層と同様

に本来の波多層とは切り離して川合層として扱うべきで

あろう．

　現在までに入手し得る山陰地方中部の年代層序資料
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地質調査所月報（第44巻第11号）

大田市及びその南方地域

第2表 山陰中央部各地の下部中新統層序と対比
　　　　　　　出雲市及びその南方地域

大森層 安山岩水底一陸上溶岩 大森層 安山岩陸上溶岩 砂岩，礫岩

久利層＊ 泥岩　　　　　　　　　　　玄武岩一安山岩水底溶岩

N9またはそれ以降　　　　KA14。8±016Ma，15．5±1．OMa

（多井・加藤，1979）　　　　（Uto，1989）

流紋岩水底溶岩及び火砕岩

久利層 泥岩

川合層＊ 礫岩，砂岩yfoα7γαc幻¢ρoπ∫σα（竹ノ内ほか，1982）

戸蔵川火山岩層　　　流紋岩水底溶岩及び火砕岩玄武岩一安山岩水底火砕岩

　　　　　　流紋岩水底溶岩及び火砕岩
　　　　　　KA15．8±0．9Ma，16．2±0．9Ma（Mo血sαα1．，1990）

川合層　　　　　　　礫岩，砂岩

一？
戸風呂谷層

　　　　　　　「一一一一一一一『一一一一
安山岩水底溶岩　　　　　［棋原複合岩体，祖式閃緑岩、
顯22．％1．6Ma（松田，1979）1閃緑岩，石英閃緑岩，ひん岩

　　　　　　　1など
　　　　　　　［デイサイト水底火砕岩　　l　Fr23血2．8Ma（松田，1979）

　　　　　　　［
　　　　　　　［
　　　　　　　1
　　　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿礫岩

小松地デイサイト層　デイサイト火砕岩（ほとんどが溶結）

　　　　　　Fr18．4±3，2Ma，23．0土4．2Ma（鹿野・吉田，1984）

　　　　　　Fr22，4±2．OMa（松田，1979）
　　　　　　KA18。9±0．9Ma（鹿野・吉田，1984）

大

呂

層

飼領火山岩層

三代安山岩層

　柄栗
波石英安山岩層

流紋岩水底溶岩及び火砕岩
KA16．1Ma（沢田，未公表）

　　　　　　　「一一一一一一一一一一一一
玄武岩一安山岩水底溶岩　　1野田山，吉田，民谷複合岩体

及び火砕岩　　　　　　　［閃緑岩，石英閃緑岩など
KA18凧17．1，16．1，152Ma　l　Fr15．1－242Ma（松田，1979；

　　　　　　　1（沢田，未公表）　　　　　1鹿野・吉田，1984）

KA193±0，8Ma（Uto，1989）I　K：A14．5－18。OMa（鹿野・吉田，

流紋岩水底溶岩及び火砕岩11984；沢田，未公表）

　　　　　　　1
　　　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

デイサイト火砕岩（ほとんどが溶結）及び溶岩

F皿6．9±6．2Ma（鹿野・吉田，1984）

1灘1露驚糠叡』擁翻
　成砕屑岩層　　　礫岩，砂岩，細葉理泥岩（湖成層）

注）層序区分は服部ほか（1983）による．Nとその番号はBlow（1969）の浮遊性有孔虫化

　石帯の区分番号を示す．戸風呂谷層と小松地デイサイト層との層序関係は不明
　（服部ほか，1983）．測定精度や測定試料とその層準について詳細は不明であるが，

　木村・辻（1992）は，君谷層（おそらく戸風呂谷層と小松地デイサイト層とに相当

　する地層）について22。7Maと24．5M灸また，戸蔵層（おそらく戸蔵川火山岩層に相

　当する地層）について18。4MaのFr年代値を報告している．

注）層序区分は沢田（1978）による．測定精度や測定試料とその層準について詳細は

　不明であるが，木村・辻（1992）は，波多層について23コMa，大呂層について18．1Ma

　のFT年代値を報告している．通商産業省（1970）ば，大呂層が川合層に漸移する

　（沢田，1978）ことゆらこれを川合層に一括している。

（第2表）によれば，波多層と川合層の境界の年代は18－

20Ma前後であり，これは島根半島の古浦層と成相寺

層との境界の年代20Ma（鹿野ほか，1991b）あるいは

17－18Ma（木村・辻，1992）にほぼ一致する。また，波

多層や古浦層はこの値よりも若干古いと予想される．し

かし，中国山地に海進が及んだのはこれよりも遅く，

16Ma頃のことである（Nomura，1992；野村，1992）。

このことは，グリーソタフ堆積盆が発生し，沈降するに

つれて日本海側から内陸へと海進が及んだことを意味す

る（Kano，19911山内・吉谷，1992；Nomura，19921

』野村，1992など）．

　日本海の大和海盆周辺のODP海洋掘削計画の成果に

よれば，日本海の拡大開始時期は19－20Maあるいはそ

れ以前に遡ることができる（Kaneokaθ♂砿，1992）。ここ

で推定した山陰地方の海進開始時期は鹿野・中野

（1985）が示唆していた時期22Maよりも若干若いが，

Kaneoka6渉認（1992）が示した日本海の拡大開始時期と

は矛盾しない．
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　　　analysisofvolcanicrocksrecoveredfrom

一666一



島根県松江市南方の“波多層鈴の岩相と年代（鹿野ほか）

松江市及びその南方地域

第2表（つづき）

　　　　島根半島

大森層＊

久利層

川合層

（“波多層”上部）

安山岩陸上溶岩　　　　　　　　砂岩，礫岩　　　　　　　　牛切層
KA13．9±0，7Ma（鹿野・吉田，1984）．14．6±0．5Ma（Uto，1989）

泥岩　　デイサイト溶岩
　　　Fr17．1±o．9Ma（鹿野ほか，1993）

流紋岩水底溶岩及び火砕岩
Fr15．3±0．8Ma，14．8±0．9Ma，14．1±1．1Ma（鹿野ほか，1993）

デイサイト水底火砕岩及び火山岩屑堆積物

安山岩水底溶岩及び火砕岩
KA〉12肚3．2Ma（鹿野ほか，1993）

　　　　　　　　「一一一一一一一｝一一一一
　　　　　　　　1大東の石英閃緑岩など

　　　　　　　　1
　　　　　　　　［
　　　　　　　　5
　　　　　　　　1
砂岩礫岩　　　　　　1
　　　　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

砂岩泥質岩互層など安山岩及び流紋岩の水底溶岩と火砕岩

N9（野村，1986）　　　Fr14．3±L4Ma（鹿野ほか，1989）

安山岩溶岩　　デイサイト火砕岩　　火山岩屑堆積物

KA＞11．9±2．1Ma，＞9．2±LOMa

（鹿野ほか，1993）

成相寺層

波多層

（“波多層”下部）

デイサイト火砕岩（ほとんどが溶結）

Fr20．4±2．7Ma，＞16．0±1．5Ma（鹿野ほか，1993）

古浦層

泥質岩
N8－9（野村，1986）

流紋岩水底溶岩及び火砕岩
FT21。7±3．OMa（鹿野・吉田，1984）

　　　　　　　　r一一一一一一一一一一一一
　　　　　　　　1玄武岩一安山岩シル
安山岩水底溶岩及び火砕岩I
　　　　　　　　l細粒斑れい岩一石英閃緑岩シル

　　　　　　　　［
　　　　　　　　I
　　　　　　　　I
　　　　　　　　l
　　　　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
泥質岩

砂岩，礫岩，泥質岩　　　　安山岩水底溶岩及び火砕岩

デイサイト陸上一水底火砕岩

FT25．8±4．OMa，22．6±2．2Ma（鹿野・吉田，1984）

安山岩陸上一水底溶岩及び火砕岩

注）層序区分は本報告による．測定精度や測定試料とその層準について詳細は不明

　であるが，木村・辻（1992）は，大東累層（山陰グリーン・タフ団体研究グループ，

　1979）の上部，すなわち，本報告で川合層に含めた“波多層”上部のFr年代とし

　て17。1Maの値を報告している．

注）層序区分は通商産業省（1967，1969，1970）などによる．野村（1986）は，牛切層のう

　ち，砂岩礫岩が卓越する部分を相代層として区別すると共に，残りの牛切層を

　成相寺層に含めた．また，相代層と成相寺層とは指交関係にあるとした。また，

　山内・吉谷（1981）は，古浦層と成相寺層との関係を不整合としている。測定精度

　や測定試料とその層準について詳細は不明であるが，木村・辻（1992）は，古浦

　層，成相寺層について，それぞれ182M恥161Maの凹年代値を報告している．

＊）模式地の波多層，川合層及，久利層及び大森層

　　　the　Japan　Sea　floor：constraint　of　the　age

　　　of　formation　of　the　Japan　Sea。動：Tamaki，

　　　K．，Suehiro，K．，Allen，J．，McWilliams，M．

　　　θオごz乙，P猶oo884づ％83（ゾ渉h6008ごz％Z）ア露1勿z8’Pzo－

　　　9名π盟z，So彪1z渉卯oノ～8s％」云3，vol．127／128，part

　　　2，p．819－836，
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